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一

　

前
回
は
、『
六
巻
抄
』
第
三
章
の
「
依
義
判
文
抄
」
で
、
序
、
一
、
三
大
秘
法
の
開
合
の
相
を
明
か
す
ま
で
に
つ
い
て
論
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
は
、
一
般
に
日
蓮
門
下
で
は
三
大
秘
法
が
説
か
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
堅
樹
日
寛
の
教
学
で
は
六
大
秘
法
が
説
か

れ
・
独
善
己
義
・
曲
会
私
情
の
釈
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、『
六
巻
抄
』
の
目
次
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
迹
門
の
文
証
の
中
の
、
二
、
法
師
品
の
「
若
復
有
人
」
等
の
文
に
つ
い
て
論
じ

ま
す
。

　
　
　
　

二

　

第
二
に
法
師
品
の
「
若
復
有
人
」
等
の
文
（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
三
頁
）
で
す
が
、
こ
こ
は
、
堅
樹
日
寛
が
、
法
師
品
の
五
種

法
師
の
文
を
三
秘
に
配
当
し
た
無
理
が
あ
り
ま
す
。

　

寿
量
品
に
到
達
し
て
久
遠
の
本
地
を
開
顕
し
立
ち
還
っ
て
迹
門
を
見
れ
ば
、
迹
門
の
中
に
も
三
大
秘
法
に
配
当
す
る
文
言
が
存
在
す
る
、

第
九
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会

『
六
巻
抄
』
の
構
造
と
問
題
点（
六
）

　
　
　

│
「
依
義
判
文
抄
」
を
通
し
て（
そ
の
二
）
│

早　

坂　

鳳　

城

21　早坂.indd   37721　早坂.indd   377 10.6.4   2:39:09 PM10.6.4   2:39:09 PM



現代宗教研究　第43号（2009.3）　　378

と
い
う
解
釈
は
成
立
し
ま
す
。

　

法
華
玄
義
に
あ
か
す
十
重
顕
本
（
佛
教
体
系
『
法
華
玄
義
』
第
九
巻
下　

三
三
二
頁
〜
三
四
五
頁
）
で
い
う
と
こ
ろ
の
住
本
用
迹
（
前

掲
）
で
迹
門
を
解
読
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
単
独
の
迹
門
の
文
言
の
み
か
ら
三
大
秘
法
と
言
う
本
門
思
想
を
読
み
取
る
の
は
、
あ
き
ら

か
な
逸
脱
で
あ
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
迹
門
の
法
師
品
や
宝
塔
品
か
ら
、
い
き
な
り
三
大
秘
法
を
解
読
す
る
の
は
暴
論
で
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
言
い
ま
す
と

三
大
秘
法
は
、
爾
前
経
に
も
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
法
華
経
も
本
門
も
無
用
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

本
門
の
義
を
迹
門
で
読
ま
な
け
れ
ば
、
迹
門
の
中
に
本
門
の
義
を
含
み
、
迹
門
・
本
門
共
通
す
る
思
想
が
あ
る
こ
と
を
読
み
取
る
は
出

来
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
日
蓮
聖
人
の
佐
後
思
想
を
も
っ
て
、
佐
前
を
み
れ
ば
共
通
す
る
思
想
の
存
在
に
気
が
つ
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
佐
前
だ
け
で
あ
く
ま
で
も
佐
前
の
思
想
で
あ
り
ま
す
。
佐
前
は
、
佐
後
に
到
る
プ
ロ
セ
ス
の
時
期
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

よ
り
佐
前
に
は
、
佐
後
に
共
通
す
る
思
想
が
存
在
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

　

日
蓮
聖
人
の
思
想
で
は
、
在
世
は
順
次
（
読
）、
滅
後
は
逆
次
（
読
）
で
あ
り
ま
す
。
堅
樹
日
寛
は
、
三
大
秘
法
に
約
し
て
法
師
品
の

五
種
法
師
の
文
を
次
の
如
く
分
類
し
ま
す
。

堅
樹
日
寛
説

受
持

戒
壇

読
誦

題
目

解
説

／

書
写

／

経
巻

本
尊
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依
文
判
義
を
前
提
な
し
に
い
き
な
り
三
秘
の
理
を
持
っ
て
依
義
判
文
す
る
こ
と
は
暴
論
で
あ
り
、
曲
会
私
情
の
そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
ま

せ
ん
。
客
観
性
の
欠
落
で
あ
り
ま
す
。

　

五
種
（
原
則
）
本
義
は
、
行
者
の
行
法
論
で
あ
り
ま
す
。
法
師
品
と
い
う
題
号
、
品
号
に
示
す
通
り
で
あ
り
ま
す
。
法
師
の
修
行
の
五

種
の
分
類
を
示
し
た
要
句
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
も
、
自
行
化
他
に
分
け
れ
ば
受
持
・
読
誦
・
書
写
は
自
行
、
解
説
は
化
他
で
あ
り
ま
す
。

　

経
巻
は
行
者
の
内
的
・
心
的
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
行
法
を
総
別
に
約
せ
ば
、
受
持
は
総
在
の
行
、
以
下
の
四
種
は
別
行
で
あ
り
ま

す
。

　

受
持

　

読

　

誦

　

解
説

　

書
写

　

経
巻

　

受
持
の
一
行
に
全
て
の
行
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

天
台
は
「
受
持
即
五
種
法
師
」（
天
台
大
師
全
集
『
法
華
文
句
』
第
四
巻　

一
八
二
三
頁
）
を
あ
か
し
、　

妙
楽
は
法
華
玄
義
の
巻
一
の

中
で
（
佛
教
体
系
『
法
華
玄
義
』
第
一
巻　

八
十
二
頁
）「
観
心
は
即
聞
、
即
行
な
り
」
と
釈
し
ま
す
。

　

日
蓮
聖
人
は
『
観
心
本
尊
抄
』
に
受
持
の
自
然
譲
与
を
明
か
し
ま
す
が
、『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
「
我
ら
此
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
自

然
に
彼
の
因
果
の
功
徳
を
譲
り
与
え
た
も
う
」（
定
遺
七
十
一
頁
）
と
あ
る
如
く
、
受
持
の
一
行
に
五
種
の
行
を
総
在
す
る
の
が
日
蓮
聖

人
の
思
想
で
あ
り
ま
す
。

　

法
師
品
の
文
を
本
門
の
本
尊
、
本
門
の
戒
壇
、
本
門
の
題
目
と
解
釈
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
日
蓮
聖
人
の
意
志
に
反
す
る
の
で
あ
り
ま

す
。
迹
門
・
法
師
品
の
文
は
何
故
に
本
門
の
三
秘
に
論
ず
る
の
か
、
こ
こ
に
論
理
の
飛
躍
が
あ
り
ま
す
。
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日
蓮
門
下
の
迹
門
の
文
言
の
解
釈
に
は
二
種
あ
り
ま
す
。

　

一
、
教
相
文
上
釈
、
附
文
釈
。

　
　

 　

こ
れ
は
、
迹
門
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
始
成
釈
尊
の
立
場
で
経
文
を
解
す
る
見
地
で
あ
り

ま
す
。（
開
三
顕
一
釈
）
で
あ
り
ま
す
。
住
迹
用
本
顕
本
（
佛
教
大
系
『
法
華
玄
義
』
第
五
三
四
頁
）

　

二
、
観
心
文
底
元
意
釈
。

　
　
　

迹
門
の
文
言
を
本
門
の
立
場
か
ら
解
釈
す
る
。
こ
れ
は
、
久
成
釈
尊
の
立
場
か
ら
経
文
を
解
す
る
見
地
で
あ
り
ま
す
。

　
　

文
在
迹
門
義
在
本
門
（
文
は
迹
門
に
在
る
が
、
義
は
本
門
に
在
り
。）

　
　

久
遠
還
帰
具
謄
本
種
（
久
遠
に
還
っ
て
、
具
に
本
種
に
謄
ぐ
。）

　

と
云
う
。
住
本
用
迹
顕
本
（
佛
教
大
系
『
法
華
玄
義
』
第
五
三
四
五
頁
）

　
　

 　

堅
樹
日
寛
の
依
義
判
文
の
用
い
方
は
観
心
釈
の
如
く
で
あ
り
ま
す
が
、
論
証
が
極
め
て
瑣
末
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
曲
会
私
情

の
釈
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

三

　

問
答
①
の
問
い
で
は
、「
受
持
・
読
・
誦
等
は
是
れ
五
種
の
妙
行
な
り
。
何
ぞ
受
持
の
両
字
を
以
て
即
ち
本
門
の
戒
壇
と
せ
ん
」（
大
石

寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
三
頁
）
と
し
て
、
法
師
品
の
受
持
が
即
本
門
の
戒
壇
に
配
当
す
る
由
来
を
問
い
ま
す
。

　

答
え
で
は
、
法
師
品
の
受
持
の
語
句
の
問
い
に
対
し
て
解
答
は
全
て
神
力
品
で
答
え
て
い
ま
す
。（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
三
頁
）

従
っ
て
解
答
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

神
力
品
の
「
応
受
持
斯
経
」（
平
楽
寺
書
店
版
『
真
訓
両
読
妙
法
蓮
華
経
』
五
〇
六
頁
）
の
文
を
本
門
の
戒
壇
と
規
定
し
て
い
ま
す
が
、

『
上
行
所
伝
三
大
秘
法
口
決
』
と
称
す
る
大
石
寺
の
相
伝
書
で
は
「
応
受
持　

持
戒
清
潔
に
し
て
作
法
受
得
の
義
な
り
。」（『
平
成
新
編
日
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蓮
大
聖
人
御
書
』
一
七
〇
四
頁
・
太
字
引
用
者
）
と
あ
り
、
戒
の
持
ち
方
を
明
か
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
斯
経　

三
大
秘
法
の
中
の
本
門
戒
。」（『
平
成
新
編
日
蓮
大
聖
人
御
書
』
一
七
〇
四
頁
・
太
字
引
用
者
）
の
文
証
を
受
持
即
ち

戒
壇
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
神
力
品
、
文
句
い
ず
れ
に
も
戒
壇
の
用
語
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
戒
に
つ
い
て
戒
法
か
戒
行
か
戒
相
か
戒
体
か
な
ど
の
戒
の
四
義
の
弁
別
も
あ
り
せ
ん
。
故
に
受
持
即
戒
壇
の
義
は
成
立
し
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。

　

神
力
品
の
「
畢
竟
住
一
乗
」（
前
掲
版
『
真
訓
両
読
妙
法
蓮
華
経
』
五
〇
六
頁
）
の
文
を
本
門
の
本
尊
と
規
定
し
ま
す
。『
上
行
所
伝
三

大
秘
法
口
決
』
に
よ
る
と
、「
畢
竟　

必
定
と
云
う
事
な
り
。
住　

即
身
成
仏
。
一
乗　

と
は
運う
ん

載ざ
い

荷か

負ふ

の
義　

一
乗
と
は
三
大
秘
法
の

中
の
本
門
寿
量
の
本
尊
云
云
。
一
切
衆
生
の
生
死
の
愛
河
を
荷
負
す
る
船せ
ん

筏ば
つ

、
煩
悩
の
嶮け
ん

路ろ

を
運
載
す
る
車
乗
な
り
。」（『
平
成
新
編
日

蓮
大
聖
人
御
書
』
一
七
〇
四
頁
・
太
字
引
用
者
）
と
あ
り
ま
す
。

　

堅
樹
日
寛
は
、
法
師
品
で
は
経
巻
を
本
尊
と
云
い
（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
三
頁
〜
八
十
四
頁
）、
神
力
品
で
は
一
乗
を
本
尊

（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
三
頁
）
と
云
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
自
語
相
違
が
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

　

神
力
品
の
「
能
持
是
経
者
」（
前
掲
版
『
真
訓
両
読
妙
法
蓮
華
経
』
五
〇
五
頁
）
の
文
を
本
門
の
題
目
と
規
定
し
ま
す
が
、『
上
行
所
伝

三
大
秘
法
口
決
』
の
文
に
よ
る
と
、「
能
持
是
経
者　

三
大
秘
法
の
中
の
本
門
の
妙
法
蓮
華
経
。」（『
平
成
新
編
日
蓮
大
聖
人
御
書
』
一
七

〇
三
頁
・
太
字
引
用
者
）
と
あ
り
ま
す
。

　

法
師
品
に
は
読
誦
を
題
目
と
云
い
、
神
力
品
に
は
読
誦
の
解
釈
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

堅
樹
日
寛
の
説
に
よ
る
と
、
法
師
品
に
は
「
受
持
が
戒
壇
」、
神
力
品
に
は
「
能
持
是
経
者
」
を
題
目
と
解
釈
し
、
語
義
の
混
同
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

法
師
品
の
受
持
と
神
力
品
の
能
持
は
別
儀
で
は
な
く
、
共
に
法
の
受
持
を
顕
わ
す
用
語
で
あ
り
、
そ
れ
を
一
方
で
は
題
目
と
云
い
、
一

方
で
は
戒
壇
と
云
う
。
明
ら
か
に
自
語
相
違
で
あ
り
ま
す
。
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最
後
に
問
い
で
は
、「
受
持
の
両
字
を
以
て
本
門
の
戒
壇
と
せ
ん
」（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
三
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
受
持
を
戒
壇
に

約
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
受
持
の
三
種
（
一
、
所
持
の
法
体
。
二
、
能
持
の
信
行
。
三
、
受
持
の
儀
式
）
に
約
し
て
、
本
尊
と
題
目
と
戒
壇
の
受
持
と

称
し
ま
す
が
引
用
の
神
力
品
の
釈
義
と
は
符
合
し
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
設
問
は
法
師
品
の
受
持
の
話
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
は
一
言

も
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
問
い
の
答
え
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

問
答
②
（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
四
頁
）
で
は
、
法
師
品
の
読
誦
の
話
を
題
目
と
解
釈
す
る
由
来
に
関
す
る
解
答
で
す
。
問
い
の

要
旨
は
、
読
誦
は
経
巻
で
あ
っ
て
題
目
で
は
な
い
と
い
う
問
い
か
け
で
あ
り
ま
す
。
答
え
で
は
、
題
目
は
本
尊
に
向
か
っ
て
唱
え
る
の
は

読
、
向
か
わ
ず
に
唱
え
る
の
は
誦
。
と
解
釈
し
ま
す
。

　

次
に
、
法
華
文
句
（『
法
華
文
句
』
大
正
蔵
三
十
四
巻
一
〇
七
頁
Ｃ
）
を
引
い
て
読
誦
の
釈
義
を
依
用
し
ま
す
。
天
台
の
云
う
読
誦
と

は
、
明
ら
か
に
経
巻
読
誦
で
あ
り
ま
し
て
唱
題
の
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
故
に
、
文
証
は
符
合
し
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
修
禅
寺
決
の
文
（『
修
善
寺
相
伝
私
注
』
伝
教
大
師
全
集
五
巻
七
五
頁
）
を
引
い
て
、
読
誦
即
題
で
あ
る
と
の
説
を
の
べ
ま
す

が
、
こ
の
文
証
は
、
読
誦
即
唱
題
と
解
釈
出
来
る
法
華
経
法
師
品
の
「
妙
法
蓮
華
。
経
乃
至
一
偈
。」（
前
掲
版
『
真
訓
妙
法
蓮
華
経
並
開

結
』
三
〇
六
頁
）
の
文
を
引
い
て
経
典
読
誦
を
否
定
し
ま
し
た
。

　

法
華
経
見
寶
塔
品
の
「
仏
欲
以
此
。
妙
法
蓮
華
経
。
付
嘱
有
在
。」（
前
掲
版
『
真
訓
両
読
妙
法
蓮
華
経
並
開
結
』
三
三
五
頁
）
は
、
堅

樹
日
寛
の
主
張
す
る
読
誦
唱
題
の
文
証
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
付
嘱
の
文
で
あ
る
事
は
、
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

　

次
の
法
華
文
句
記
の
「
句
の
下
、
通
じ
て
妙
名
を
結
す
」（『
法
華
文
句
記
』
大
正
蔵
三
十
四
巻
一
四
三
頁
Ｃ
）
の
文
は
付
嘱
を
顕
わ
す

文
で
読
誦
即
ち
唱
題
を
主
張
す
る
文
証
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
蓮
聖
人
の
教
学
で
は
、
唱
題
は
正
行
、
読
誦
は
助
行
で
あ
り
ま
す
。
唱
題
と
読
誦
が
同
じ
な
ら
ば
、
正
行
と
助
行
の
弁
別
は
無
用
と

な
り
ま
す
。
因
み
に
読
誦
経
典
は
、
読
経
で
あ
り
読
誦
で
あ
り
ま
す
。
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故
に
、
天
台
も
妙
楽
も
読
誦
即
唱
題
の
主
張
は
希
薄
で
あ
り
ま
す
。
読
誦
即
唱
題
を
示
す
文
は
、
伝
教
大
師
の
修
禅
寺
決
の
一
文
の
み

で
あ
り
ま
す
の
で
唱
題
即
読
誦
と
は
断
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

興
門
の
口
伝
に
よ
る
と
、
読
誦
と
は
読
誦
経
典
・
補
助
修
行
で
あ
り
、
唱
題
と
は
読
唱
玄
題
・
正
修
行
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
正
行

と
助
行
の
語
源
で
あ
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
堅
樹
日
寛
の
論
旨
は
、
日
蓮
聖
人
の
意
志
に
反
し
た
暴
論
と
云
え
ま
す
。

　

問
答
③
（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
四
頁
）
で
は
、
問
い
で
、
法
華
経
法
師
品
の
「
於
此
経
巻
、
敬
視
如
仏
。（
前
掲
版
『
真
訓
妙

法
蓮
華
経
並
開
結
』
三
〇
六
頁
）
の
文
を
挙
げ
て
、
法
は
、
聖
の
師
と
質
問
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
法
は
、
仏
の
師
で
あ
る
の
に
経
典
を
仏

の
如
く
敬
う
と
云
う
義
で
は
、
法
と
仏
が
一
如
と
成
る
故
に
そ
の
不
信
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

解
答
は
、
附
文
（
機
情
・
随
他
意
）
と
元
意
（
仏
意
・
随
自
）
に
分
け
て
答
え
て
い
ま
す
。
附
文
と
元
意
を
分
け
る
理
由
が
不
明
の
ま

ま
、
附
文
世
情
釈
と
し
ま
す
が
、
そ
の
世
情
釈
の
説
明
も
あ
り
ま
せ
ん
。
元
意
は
一
如
と
解
釈
し
ま
す
。

　

附
文
と
は
、
経
文
に
附
順
し
た
釈
義
で
あ
り
、
世
情
に
順
じ
た
解
釈
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
根
本
的
な
仏
教
用
語
の
解
釈
、
用
い
方
に
欠

陥
が
り
ま
す
。

　

元
意
と
は
、
仏
の
意
志
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
の
説
明
も
な
く
行
き
成
り
結
論
の
み
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
人
法
論
と
は
、
爾
前
経
は
、
仏
は
法
を
弘
む
る
故
に
人
勝
法
劣
論
で
あ
り
ま
す
。
迹
門
は
、
法
は
仏
の
師
で
あ
る
故
に
法
勝
人

劣
論
で
あ
り
ま
す
。
本
門
と
本
地
本
門
と
は
、
法
仏
一
如
の
故
に
人
法
一
箇
論
で
あ
り
ま
す
。
故
に
、
附
文
・
元
意
と
言
え
ど
も
、
迹
門

な
れ
ば
法
勝
人
劣
、
本
門
な
れ
ば
人
法
一
箇
で
あ
り
ま
す
。

　

堅
樹
日
寛
は
、
附
文
の
釈
に
結
論
を
出
さ
ず
、
元
意
釈
の
み
に
人
法
一
如
と
解
釈
し
た
そ
の
論
旨
に
は
欠
落
が
あ
り
ま
す
。
堅
樹
日
寛

に
は
、
全
て
に
論
理
的
プ
ロ
セ
ス
が
欠
け
て
い
ま
す
。
思
考
回
路
が
散
漫
で
あ
り
ま
す
。
日
蓮
人
の
教
説
は
、
論
理
的
プ
ロ
セ
ス
が
明
解

な
の
が
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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四

　

こ
こ
に
お
い
て
、『
六
巻
抄
』
第
三
の
「
依
義
判
文
抄
」、
第
二
に
法
師
品
の
「
若
復
有
人
」
等
の
文
に
於
い
て
も
、
論
理
考
証
に
無
理

が
あ
り
、
堅
樹
日
寛
の
独
善
己
義
、
曲
会
私
情
の
釈
で
あ
る
こ
と
が
領
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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